




　本稿では、問題をイスラーム社会に関する 2 つの論点に絞って考察する。 1
は、宗教についてであり、 2は、国際主体についてである。なお、以下読まれる
場合、適宜前稿を参照していただきたい。
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に分かれる。半主権国が 4、部分的主権国 1、王国 4、大公国 5、公国 6、侯国
130　　早法 92 巻 2 号（2017）




























































































（三省堂出版）を読破し、翌年 2 浪の末、早大第 1 法学部入学、第 1 ドイツ語は
N 1クラス、クラブ活動は考古学研究会とドイツ語研究会。考古学研究会の先輩の
影響を受け、一念発起し 4年時に西原春夫先生の紹介でドイツ留学、バート・ライ
ヒェンハルとフライブルクで勉強。帰国後に法研修士入試、博士入試もドイツ語
で。助手を経て専任講師、授業担当は、独書研究でなく意外や英書研究。その後、
オクスフォード留学（1978─80年）とハーバード留学（2004─2005年）という一風変
わった経歴の持ち主。こういう変わった経歴の者はもう出ないと思う。若気の至
り！
